
ここではベースステーシヨンとワイヤレスルーターを仮接続し、必要な設定を巧いまず。お持ちのワイヤ 
レスルーターの近くで設定を行ってください。 

設定び終了した5、ベースステーシヨンをテレビアンテナ出力やビデオ機器の近くに移動し、 r ⑤ベースス 
テーシヨンの配線を巧う」をご覧になり設置してください。 


ベースステーシヨン底面の 

ワイヤレスモード切り換えスイッチを 

「 CLIENT 」 に切り換える。 


P^CI 



ワイヤレスモード 
切り換えスイッチ 


ベースステーシヨン 底面 


ベースステーシヨンとルーターを LAN ケーブルでつなぐ。 

LAN ケーブル(別売り） 


口 MSff 

'廚が 


II 

f 


臣 -- 


LAN へ 


ワイヤレス ルーター 


べー スステーシヨ ン 背面 


電源を入れる。 


Z 

早三 


緑色点丹 


電源ランプ 


ワイヤレスランプび緑をに点滅していることを確認する。 


緑色点滅 



お持ちのパソコンにロケーシヨンフリープレイヤー PC 用 ( LFA - PC 20) をインス 
卜ールし、ベースステーシヨンをワイヤレスルーターに接続するための設定を行ラ。 

□ケーシヨンフリープレイヤー ( LFA - PC 20) を 
起動し、設定画面にしたびって進んでください。 

パソコンの WEB ブラウザに表示されたベース 
ステーシヨ ン設定画面（ワイヤレスクライアン 
卜)①指示にしたびい設定を行ってください。 



ワイヤレスランプび緑 
色に点!灯したことを巧 
認する。 

ワイヤレス ルーターに 接続ずる 
と、ワイヤレスランプが緑色に 
点なしまず。 



ワイヤレス ルーター 


電源を切る。 


-電源ランプ 
緑色消な 


ベースステーシヨンか 5 LAN ケーブルと AC 



LAN ケープル 














!(ソコンと ベースステーシヨ ンび同じ ルーター 
に接続されていることを確認してください。 


ワイヤレスランプが緑色に点口している場合は、底面のワイヤレス 
モード切り換えスイッチび 「 AP 」 になっていまず。お詔してください。 
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□本体 

LF - PK 20 


□ AC パワーアダプター 
AC - LX 1 B 







□ 電源 コード 



□ アンテナ接続ケーブル 



□スタンド 


□ AV 7 ウス 
VM -50 




□ かんたん 準備 ガイド 
□ 取扱説明書 
□ アナ □グ厚 液のおが 5 せ 


□ 巧註書 

□ r 使用上の ごを意」 シール 


インターネット搔由での機器登録に必要 
な情報の取り扱いには充分ま意してくだ 
さい。他人に教えたり、インターネット 
上へ公開したりずると、予期しない第兰 
者び勝手に登録を巧う可能性びありまず。 
詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


□ LAN ケーブル 

本機をルーターに接続する場合に使用します。また、本 
機をワイヤレスルーターに接続する場合ち、設定を行5 
ために使用します。 

□映像•音青コード 

ビデオ機器を本機に接続する際に使用します。 


□ アンテナ分配巧 

本機 L ツ外にちテレビやビデオ機器などにテレビアンテナ 
線を接続する際に使用しまず。 

□ UPnP 対応ルーター 
(外出巧か S ほ用する場合） 

動作検証;'きみ UPnP 対応ルーターは□ケーシヨンフ U — 
ホームページをご覧ください。 


本機に付属の「取扱説明書」または「よくある質問につしてのホームぺージ 
( http :// www . sony . co . jp / locationfree / QA /)」 をお読みになるか、本ガイド裏面に記載されている 

までお問い合わせください。 


gma ベースステーシヨンの設定を巧ラ 

このガイドを参照して、本機にテレビやビデオ機器を接続ずるための配線、ネットワークに接続ずるた 
めの配線や設定を行ラ。 


《本機とルーターをワイヤレス接続する場合のみが要です。 




煙 


PSP ® (別売）（システムソフ 
□ ケ—ションフリー プレイヤ ー トウ エアむりてージョン 2.80 
(別売)びインストールされたバけ上であるお要があります） 
ソ D ン 



映像•音吉 
ケーブル 


LAN ケーブル 


UPnP 対応 
ルーター 




お持ちのモニター機器を機器登録する 

ベースステーションの設定び終わった5、お持ちのモニター機器を本機に機器登録してください。 
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• I — 本機をワイヤレス ルーターと 
Ag ワイヤレスで接続ずる 



本機をワイヤレスアクセスポイント 
として使巧ずる（またはルーター経由 
で有線 LAN で接続ずる） 



テレビ 
アンテナ線 


))))：) 


モニター として 
使用したい機器 
(パソコンなど） 


ワイヤレス 

または 

LAN ケーブル 



LAN ケーブル 


ルーター 


べー スステー シヨンとモニター 機器のみを、 直接ワイヤレ 
スで接続して使用ずる場合は、ルーターへの接続は必要あ 
0ません。 


設定び終了したら、 
ペースステーションを 
設置場巧にあし、 『G 
ペースステーションの 
配線を巧う』を巧って 
<ださい 


ワイヤレス LAN / 
インターネットなど 


準備と設定の流れ 


Type 





ベースステーシヨン底面のワイヤレスモード切り換えスイツチの位置を確認する。 


ベースステーシヨンにスタンドを取 D 付ける。 



I の場合 

ワイヤレスモード切り換えスイッチび 「 CLIENT 」 
になっていることを確認してください。 


WLAN 

APf i i CLIENT 


I の場合 

ワイヤレスモード切り換えスイッチが 「 AP 」 に 
なっていることを確認してください。 


WLAN 

AP| i i CLIENT 


電源コードをつなぐ。 


部 ミ 


電源コード(付属） 


AC パワーアダプター(付鼠 

I 

■^4^ 吟 扭 r 玉 - OJ 


里誦 


I 


回 


電源を入れる。 



□ 


ワイヤレスランプび緑をに点巧していることを確認する。 



g ベースステーシヨンとルーター 
■■ を LAN ケーブルで接続する。 

EB 3 の場合のみ化要です。 

の揚合は回へ進んで 
<ださい。 


百思 


養!^ 

顿鐵 

- ぶ％ 


LAN ヶーブル(別売り） 




LAN 端子へ 


ルーター 


ri ネツトワークランプが掃をに 
M 点灯していることをお認ずる。 


IP アドレス取得中はネツ トワーク 
ランプは緑色に点滅しまず。また、 
IP アドレスび取得されるまで時間 
びかかることがあ0まず。 



n セットアップモード/ NetAV ランプび消 
U ' なず る ことを確認ず る。 

が出先か6の設定び完了ずると、セットアップモー 
t ド/ NetAV ランプが緑色点滅か 6 消口しまず。 


セットアップモード/ NetAV ランプがオレンジ色 
に点灯している場合は NetAV テストを巧つてく 
ださい。詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


消打 


^ I 

:-飞 


SETUP MODE/ 
NETAV 


テレビアンテナ線をつなぐ 





■[E&C 


Dd > 


アンテナ接続ケープル(付属） 


jd ]- 



VHF/UHF 

出力端子へ 


アンテナ分配器(別売り） 

本機外にちアンテナ線を接続する機器 
びある場をは、別売りのアンテナ分配器 
をご用意ください 


■[ 13 ビデオ機器、テレビなどへ 


VIDEO I 

AUDIO I 




織 

• AUDK 


ベースステーシヨン 背面 





Type A の場合はワイヤレスランプび点滅か5点抑こ変ねりまず。もし 
点滅したままの場合はルーターからの電波び届いていません。設置場所 
などを確認してください。 


クちょっと一言 

• ワイヤレス周波数帯び 2.4 GHz 帯 ( IEEE 802.11 g / b ) の堤合は緑色、 5 GHz 帯 ( IEEE 802.11 a ) の場合は 
オレンジ色に点なしまず。 

• ワイヤレス周波数帯はベースステーション設定（ワイヤレスアクセスポイント設定)で設定でをます。 


ビデオ出力端子にテレビなどを接続する 

ビデオ入力1に接続した機器の信号び、そのままビデオ出力か5出力されまず。 



ビデオ機巧を接続する 

DVD レコーダー、チューナーなどを接続 
しまず。 

また、モニター機器の画面リモコンから 
操作ずるには、 AV マウスを接続してください。 
なお、接続び終わった5、ビデオ機器の電源を 
入れてください。 


’◎ 


旧 BLASTER 

(AV マウス） 

が 


をちょっと一言 

ソニー製のビデオ機器 
の U モコン受光部は 
「 R 」 マークの付いてい 
る箇所になります。 

AV マウスの発光部を 
このマーク部分に設置 
して<ださい 


AV マウス 



リモコン受光部 


AV マウス 

AV マウス1、2どちらでち利巧でをます。 


AV マウス 
リモコン発光部 

リモコン受光部 



ビデオ入力1またはビデオ入力2 


gnggi お持ちのモニター機器を機器登録する 

ベースステーシヨンの設定び終わった5、お持ちのモニター機器をベースステーシヨンに機器登録ずれば、接続したテレビやビデオを楽しむことびできまず。 

①ロケーシヨジフリープレイヤー ( LFA - PC 20) (別売)を PC にインストールする。 



©デスクトップのアイコンをダブルクリックし、ロケーシヨンフリープレイヤーを起動する。 
⑤ 表示される画面にしたびつて、機器登録と設定を行う。 


□ケーンヨンフリ ー TV ボックスに付属の r かんたん準備ガイド」、または r 取扱説明書」にしたびって、 
機器登録と設定を巧つてください。 


□ ケーシヨンフリー液晶モニターに付属の「かんたん準備ガイド」、または「取扱説明書」にしたびって、 
機器登録と設定を行ってください。 


① PSP ® のシステムソフトウエアをパージョジ 2.80 な上にする。 

\ © PSP ® のワイヤレス LAN スイッチをオンにする。 

J ⑤ ホームメニューの 霞 か5巧*を選ぶ。 

④ 画面の指況こしたびって、機器登録を巧う。 

それぞれの詳細な設定や使いかたについては、モニター機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

また、その他のモニター機器についての機器登録や設定については、モニター機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 


ベース ステー シヨンをワイヤレス 
アクセスポイントとしてパソコン 
などの機器を接続する場合 

パソコンをワイヤレスでベースステーションに接続ず 
るには、パソコンのワイヤレスネットワーク接続を設 
定し、ベースステーシヨンと通信できるよラにしまず。 




盛 


接続に必要な情報 ( SSID，WEP Key ) は、本ガイドに 
貼付されている シー ル、もしくはべー スステーシヨ ン 
側面①シールに記載されていまず。 

※詳しい設定方法については、バソコンやワイヤレス LAN カード 
など、ワイヤレス LAN 機器の取扱説明書をご覧ください。 
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Type 


Tvpe A 














































































































































































































































































































































































































































































































































































お子さまの手の届かない場所に設置ずる 

はずれた部品を飲み込むなど、思わ城事故の原因になり危 
険です。 


安定した場所に設置ずる 

ベースステーションは、ぐ6ついた台の上や傾いたところ 
などに置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけが 
の原因となることがあります。 

ベースステーシヨンは壁か 51 0 cmJ；Lb 離して設 
置ずる 


ベースステーションにスタンドを取り付ける 

ベースステーションを設置する際は、必ずスタンドを取り 
付けて < ださい。 


ベースステーシヨンの上にものを置かない 

落ちてけがの原因となることがあります。 


内部に水や異物を入れない 

火災や感電の原因となります。万一、水や異物が入ったと 
きは、すぐにベースステーションの電源プラグをコンセン 
卜か6抜き、□ケーションフリーカスタマーヴポートセン 
ターに点検•修理をご依頼 < ださい。 

ベースステーションの上に熱器具、花瓶など液体 
び入ったものや□ーソクなど炎び発生しているも 
のを置かない 

火災や感電の原因となります。 


電源プラグや巧電端子は 
定期的にお手入れを 

電源プラグとコンセントの間 
に、ゴ S やほこ0がたまって 
湿気を暇ラと、絶縁低下を起 
こして、火災の原因となりま 
す。定期的に電源プラグをコ 
ンセントか6抜き、ゴミやほ 
こりを取ってください。 




機器に近いコンセントに電源プラグを接続ずる 

設置の際には、使用中に容易に抜き差しできる、機器に近 
いコンセントに電源プラグを接続してください。万一、異 
常がおさた際には、電源プラグを抜いてください。 


〇 

指刀^ 


電源プラグや AC パワーアダプターの コー ドを振り 
回さない 

人やガラスなどに当たってけがをすることがあります。 


0 

禁止 


LAN ケーブル、電源プラグの〕ードの配置に注意 
ずる 

本機に取り付ける LAN ケーブルや電源プラグのコードが、 
人が歩く場所にはみ出ていると、足をひっかけるなどして、 
けがの原因になったり、本機の損傷の原因になったりしま 
す。 


〇 

指 W 


ゆるいコンセントに接続しない 

電源プラグは、根元までしっかりと差し込んでください。 
根元まで差し込んでちゆるみがあるコンセントにはつなが 
ないでください。発熱して火災の原因となることがありま 
す。電気工事店にコンセントの交換をご依頼<ださい。 


0 

禁止 


内部を開けない 

火災や感電、けがの原因となります。 

また、本機は、電波法に基づく認証を受けた無線設備が内 
蔵され、かつ(財)電気通信端末機器審査協衾の技術基準適 
合認定を受けた製品であり、分解および改造を行ラと、法 
律で罰せ6れることがあります。 

内部の点検や修理は、□ケー シヨ ンフ U —カスタマーヴポー 
トセンターにご依頼ください。 


分解禁止 


雷び鳴りだした5、本機や付属品に軸れない 

感電の原因となります。 


油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場前こは置かな 
い 

火災や感電の原因となることがあります。また、取扱説明 
書に記されている使用条件政外の環境でのご使用は、火災 
や感電の原因となることがあります。 


接触禁止 

0 

禁止 


ワイヤレス LAN のセキュ U ティについて 

ワイヤレス LAN ではセキュリティの設定をすることび非常に重要です。セキュ U ティ対 
策を施さず、あるいは、ワイヤレス LAN の仕様上やむを得ない事情によりセキュリティ 
の問題び発生してしまった場合、弊社ではこれによって生じたあ5ゆる損害に対ずる責 
任を負いかねます。 

詳細については、 

http :// www . sony . co . jp / locaiionfree / QA / 

をご覧ください。 

本機のワイヤレス LAN の接続方法については、取扱説明書 ( PDF ) をご覧ください。 


お手入れの際、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原 
因となることびあります。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


電源プラグは、他機器との接続び終わってか5つ 
なぐ 

コンセントに差したまま接続すると、感電の原因となるこ 
とびあ0ます。 

また' 電源コードを巧くときは、まず壁側コンセントか6、 
プラグをちって巧いてください。 

電源ランプび緑色に点なしている状態で、電源プ 
ラグ等の巧を差しをしない 

電源ランプび緑色に点打している状態で電源プラグの巧を 
差しや他機器との接続をおこなわないでください。誤動作 
することびあ0ます。 

指定の AC パワーアダプターじ(がは使用しない 

义巧や感電の原因となります。 


ベースステーシヨンを移動させるときは、電源プ 
ラグを巧く 

電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源コードび 
傷つを、乂巧や感電の原因となることびあります。 

運ぶときは、衝撃を与えないよラにしてください。 

長期間使用しないときは、電源プラグを巧く 

ま全のため、必ず電源プラグをコンセントか6巧いてくだ 
さし、 


ベースステーションを巧や巧団などでおおった状 
態で使用しない 

熱びこちってケースび変巧したり、乂災の原因となること 
びお0ます。 

AC パワーアダプターを誤った方法で使用しない 

AC バワーアダプターを誤った方法で使用すると、熱び 
こちってケースび変巧したり、乂災の原因となることびあ 
ります。 

liTF の方法をおず守って、本機をお使いください。 

• AC バワーアダプターのまわりに物を置かない。 

• AC バワーアダプターを巧などでおおわない。 

• 2つ！;!上の AC バワーアダプターを重ねない。 

• AC バワーアダプターを箱などに入れない。 

AC パワーアダプターは、せまい空間での使用を避 
けて、熱びこも5ないようにずる 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、乂がや感電の原因とな 
0ます。 

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

• 電源コードに重いちのをのせたり、引っ張った0し 
ない。 

• 電源コードを熱器具におづけない。加熱しない。 

• 電源コードを抜くとをは、必ずプラグを持って抜 
く。 

万一、電源コードが傷んだ6、お買い上げ店また 
は □ケー シヨンフ リー カスタ マーヴポー トセン 
ターに交換をご依頼 < ださい。 

たこ足配線をしない 

火災や感電の原因となることがあります。 


0 

禁止 

0 


禁止 


つラグをコン 
セントから抜く 

つラグをコン 
セントか6抜く 

0 

禁止 

0 

禁止 


0 

禁止 


0 


禁止 


ゾ^ 4 ^ 


屋列や窓際で使用しない 

雨水などにさ6され、火災や感電の原因となることがあり 
ます。また、直射日光を受けると、本機が熱を持ち、故障 
することがおります。 


0 

禁止 

0 

禁止 


本機を医療機関に設置しない 

医療機器の誤動作の原因となることびあります。 


ぺースメーカーなどの近くで使用しない 

ペースメーカーなどの医療電気機器を使用中に、本機を近 
づけないでください。医療電気機器び誤動作する可能性び 
あります。 


0 

禁止 

0 

禁止 


ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。 
しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたをす 
ると、火災や感電などにより人身事故になることびあ 
り危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り 
<ださし、。 


本書のま意事項をよ<お読み<ださい。製品全般のを 
意事項び記載されています。 r 使用上のごを意」ちあわ 
せてお読みください。 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびないか、 
コンセントと電源プラグの間にほこ0びたまっていな 
いか、プラグびしっかり差し込まれているか、などを 
点検して < ださし、。 


動作びおかしくなった0、キャビネットや電源コード 
などび破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上 
げ店または n ケーシヨンフ U —カスタマーヴポートセ 
ンターに修理をご依頼 < ださし、。 


〇ベースステー 
シ ヨンの電源プ 
ラグを 

コンセントか 5 
巧< 

〇お買い上げ店ま 
たは□ケーシヨ 
ンフリーカスタ 
マーヴポートセ 
ンターに修理を 
依頼ずる。 


電波障害自主規制について 

この機器は 2.4 GHz 帯および日 GHz 帯の無線周波数帯を使用していますび、他の無線機 
器わ同じ周波数を使っていることびあります。この機器と他の無線機器間との電波干渉 
を防止するため、下記事項にミ主意してご使用ください。 


2.4DS.OF2 


この無線機器の使用周波数は 2.4 GHz 帯および日 GHz 帯を使用し 
ます。変調方式として 2.4 GHz は DS - SS および OFDM 変調方式、 
己 GHz は OFDM 変調方式を採用し、与干渉距離は 20 m です。 


ベースステーションの日 GHz 帯無線 LAN 周波数5150〜5250 
MHz (36, 40, 44, 48 ch ) に対応しています。詳細については、 
http :// www . sony . co . jp / locationfree / QA / をご覧く ださい。 

ワイヤレス通信に関するご注意 

• ベースステーションは、床か5離れた、安定した場所に設置してください。 

• 次のよラな環境で使用すると、ベースステーションとパソコンとの間で電波び通0に 
くくな0、通信距離び短くなることびあります。 

-鉄筋/コンク I 」ート/石の壁や床や床暖房の入った床 

-鉄製の間仕切りやドア、防火ガラス、金属などの材料を使った家具や電化製品など 
びべースステーションとパソコンの間にある場合 

く 2.4 GHz 帯の場合> 

この機器の使用周波数は 2.4 GHz 帯を含んでいます。この周波教帯では電子レンジなど 
の産業•科学•医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ラインなどで使巧される 
免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア 
無線局など少^下「他の無線局」と略す)び運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近<で「他の無線局」び運用されていないことを確認して 
<ださい。 

2. 万一、この機器と R 也の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速やかにこ 
の機器の使用チャンネルを変更ずるか、使用場所を変えるか、または機器の運用を 
停止(電波の発射を停止）して< ださし、。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとをは、 n ケーションフ U —カスタマー 
ヴポートセンターまでお問い合わせ < ださし、。 

• 電子レンジ使用中に、 2.4 GHz 帯を使用した場合本機のワイヤレス通信び電子レンジ 
の発する電波の干渉を受け、画像び乱れることびあります。電モレンジから離れた場 
所で本機を使用してください。電モレンジを使用していないとをは、本機は干渉を受 
けません。 

•近くで 2.4 GHz 、 IEEE 802.11 b 、 IEEE 802.11 g 準拠のワイヤレス LAN アクセスポ 
イントまたは、無線機器を使巧しているとき、電波の干渉を受ける場合びありまず。 


く日 GHz 帯の場合> 

• 己 GHz 帯無線 LAN の使用は、電波法によ0屋内使用に限定されます。 

•近くで日 GHz 、 IEEE 802.1 1 a 準拠のワイヤレス LAN アクセスポイントまたは、無線 
機器を使巧しているとさ、電波の干渉を畳ける場合びあります。 

この機器には、電波法に基づ<認証を受けた無線設備び内蔵されてお0、証明ラベルは 
無線設備上に添付されております。 


ワイヤレスチャンネルの変更については、取扱説明書の「ワイヤレス設定」を 
ご覧ください。 


警告 I 下記のを意事項を守らなし、と义災•感電などに 
A ^よ 0死亡 や大 けた S の原因とな 0 まず。 

火が 感電 



• 煙び出た6 
• 異常な音、においび 
した 5 

• 巧部に水、異物び 
入った 5 

• 製品を落としたり、 
キャビネットを破損 
したとを 


警告 I 下記のを意事項を守らなし、と义災•感電などに 
A A より 死亡や大けた s の原因となりまず。 



-下記のを意事項を守5なし、と 医療器 機などを 

胃作動させるおそれびを0事故の原因とな0まず。 


ベース ステーシヨ ンのワイヤレス通信にごいて 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次 
のよつな表术をしています。表 
おの内容をよ<理解してから本 
文をお読み < ださい。 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電などにより死亡 
や大けびなどの人身事故につな 
びることびあ0ます。 

於ミ主思 I 

この表示の注意事項を守らない 
と、感電やその他の事故により 
けびをしたり周辺の家財に損害 
を与えたりすることびありま 
す。 

ま意を促ず記号 

A 座 A 

注意 火災 感電 

巧為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 巧解禁止 

® d) 

接触禁止 めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 € 

指 W 3ラグをコン 

セントから抜く 


A 警告 


か^か i 或 






ACJ (ワーアダプター本体やコード類の接点部に他 
の金属類び軸れないようにずる 

ショートすることびあります。 


AC パワーアダプターをおが旅行ち用の「電子式変 
圧器」などに接続しない 

発熱や故障の原因となります。 


ベースステーシヨンに強い衝撃を与えない 

故障の原因となることびあります。 


AC パワーアダプターの コー ドや電源 
コー ドを AC パワーアダプターに巻き付 
けない 

断線や故障の原因となることびあります。 



禁止 


ベースステーションに長時間軸れない 

ベースステーションに手などを触れたままにしないでくだ 
さい。温度び上びり、ほ温やけどの原因となることびあり 
9 〇 


0 

禁止 


めれた手で電源プラグ、 AC パワーアダプター 
およびベースステーションにさねらない 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 

ベースステーションの通風孔をふさびない 

通風孔をふさぐと内部に熱びこちり、乂巧の原因となるこ 
とびあります。ベースステーションを壁に近づけすざると、 

壁などにホコ U び付着し、黒くなることびあります。風通 
しをよくするために、スタンドを取り付け、縦置をにし、 

壁か610 cmliLh 離して置いてください。 

• あお向け、逆さまにしない。 

• 棚や巧入の中に置かない。 

• じゅラたんや巧団の上に置かない。 

•ホットカーぺットの上に置かない。 

• 巧をかけない。 


0 

禁止 



直射日光のあたる場所や熱器具の近くに設置 • 保管 
しない 

内部の温度び上びり、乂巧や故障の原因となることびあり 
占9 〇 

コネクターはさちんと接続ずる 

• コネクターの内部に金属片を入れないで<ださい。 

ピンとピンがショート(短絡）して、火災や故障の原因と 
なることがあります。 

• コネクターはまっすぐに差し込んで接続してください。 
斜めに差し込むと、ピンとピンがショートして、火災や 
故障の原因となることがあります。 


A 

を意 

A 

を意 


IEEE802.11a モードは屋がで使巧しない 

法令により、 5 GHz 帯を屋外で使用することは禁止されて 
います。 


本機を使巧中に他の機器に電波障害などび発生し 
た場合は、使用を中止ずる 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそ 
れがあ0ます。 

ケーブルか5フェライトコアを取り外さない 


使巧中にベースステーシヨンや AC パワーアダプターび熱くなること 
びありまず 

• 本機の動作時の電流によって発熱していますが、故障ではありません。 

• 本機は使用状況により熱くなることがあります。 

• 本機の VHF / UHF 端子にアンテナ接続ケーブルを接続しないで使用する場合、 
VHF / UHF 端子が熱くなることがあります。 


異常に熱くなったときは、本機の電源を切り、 AC パワーアダプターの電源コード 
を抜いてください。次に、□ケーシヨンフ U —カスタマーヴポートセンターに修理 
をご依頼ください。 


本お知5せは、ソニー株式尝社似下 r ソニー」とします)び提供する□ケーション•フリー 
製品(型名丄 F - PK 20) 化^下「本製品」とします)上でご利用頂 < ダイナ S ック DNS サービ 
ス ( UTFr 本サービス」とします）についてのご利用条件を記述したをのです。本サービス 
のご利用を希望されないお客様は、ベースステーション設定内、 NetAV 設定上の"ダイ 
ナミック DNS 自動更新"を"無効"として頂くようお願い致します。下記条件を必ずご一 
読頂いた上で、ダイナ S ック DNS を設定して<ださし、。 

1. 本 サービスの ご利用 

(1) 本サービスは、本製品を所有し、本サービスの設定を完了されたお客様化1下「お 
客様」とします)のみび、個人の便宜の目的に限0ご利用頂けます。 

(2) 本サービスのご利用は無料です。 

2. ご利用の制限 

(1) 本サービスは本製品のベースステーションに外部機器びアクセスする為のヴー 
ビスですので、お客様は本サービスをかかる本製品のベースステーションにア 
クセスする為だけに利巧することび出来ます。 

(2) お客衞ま、本ヴービスの利用に関し、 L 处下の行為を巧ってはな5ないものとしまず。 

1) 営業目的または利なを得ることを目的とした行為 

2) ソフトウェアの U バースエンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイル等 
のソースコード解析巧為または改変行為 

3) 本サービスを違法目的で使用する行為 

4) 本サービスの運営を阻害する行為またはその恐れのある行為 

己）ソニーまたは第王者に迷惑不利なわし<は損害を与える行為またはその恐れ 
のある行為 

6) その他ソニーび不適切と半 I 」断した行為 

3. 責任の韓囲 

ソニーは、お客様による本サービスの利用又はお客様び本サービスを利用でさなかっ 
たことに関連して生じたあらゆる損害についていかなる責任も負わないものとしま 
す。 

4. 利用条件違反 

ソニーは、お客様び本お知らせに定める利巧条件に違反した場合、直ちにお客様の本 
サービスのご利巧を停止する権利を有します。ソニーはかかる停止によりお客様び被 
るかもしれないいかなる不利な、損害についていかなる責任も負わないものとしま 
す。 

5. 本サービス及び本規約の変更•中止等 

ソニーは、お客様に事前に連絡することな<、本サービス及び本規約の内容の変更、 
修正、項目の削除、追加又は本サービス自体を終了する権利を有します。 

6. 協議事項 

(1) 本お知5せ又は本サービスに関連した紛争び生じた場合、ソニー及びお客様は 
誠意をわって協議し觸決します。 

(2) 協議の上解決でをない場合、東京地方裁削所を第一審の専属的合意管轄裁半 I 」所 
とし、日本国法に準拠し解決します。 


2011年7月24曰に現行のアナ n グテレビ放送は終了します。それし U 降本機をお使いに 
なるためには、政下の対応び必要になります。ただし、画質は八イビジョンではなく標 
準画質となりますので、ご了承ください。 


デジタルチューナーと接続ずる 

地上デジタル放送巧デジタ j レチュー 
ナーと接続する。または同チューナー 
を内蔵した DVD レコーダーなどと接 
続する。 


ケーブルテレビで視聴ずる 


《 UHF アンテナなどの設備び別途必要な 
場合びあります。 


電源 AC 100 V 〜240 V 、己0/60 Hz 、 70 VA 

定格出力 DC 12 V . 3 A 

動作温度 0で〜3日む 

保存温度 一10む〜+60む 

最大外形寸法 約 99.5 X 25.5 X 49.5 mm 

(幅 X 高さ X 輿巧さ、最大突起部含まず） 
質量 約18日 g 


ご案内 


本製品に関するお問い合わせは r □ケーシヨンフリーカスタマーヴポートセンター」へ 


ケーブルモデムや ADSL モデムの設定、インターネットへの接続など、ネットワーク 
への接続については、ご利用の回線事業者またはプ□バイダへお問い合わせください。 


万一不員をびをじた場合は 

製品の品質には万全を期しておりますび、万一ご使巧中に動作しない、記録でをない 
などの故障び生じた場合は、上記の□ケーションフリーカスタマーヴポートセンター 
までご連絡ください。修理に関するご案内をさせていただをます。 

また修理び必要な場合は、当社指定宅配業者びお客様宅まで伺い、引取修理をさせて 
いただをます。その際には、故障箇所にかかわらず、ベースステーションと AC 
パワーアダプターを合わせて、お渡しください。 

n ケーションフリーテレビのホームページ 

参 http :// www . sony . co . jp / locationfree / 

ソニー 株式会社干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 




この説明書は、古紙 70% 似上の再生紙と、 

VOC (揮発性有機化合物）ゼ□植物油型インキを使巧しています。 


落とさないでください 

本機に強いショックを与えないでください。故障の原因となることびあります。 

取り扱いについて 

• 本機を雨または湿気にさ5さないでください。 

ベースステーションの隙間から内部に水び入り込み、故障の原因となります。 

• 必ず、付属の AC パワーアダプターを使用して電源につないでください。 

• 本機を開けたり分解しないでください。 

• 電波法に基づ<認証を受けた無線設備び内蔵されてお0、分解および改造を行ラと、 
法律で罰せられることびあります。 

• (財)電気通信端末機器審査協尝より技術基準適合認定を受けており、分解および改造 
を巧ラと、法律で罰せられることびあります。 


通信不良によるお客様の損害につをまして、当社は一切その責任を負いかねます。 

通信内容び漏れたことに対してち、当社は一切その責任を負いかねます。 

置さ場所について 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

-異常に高温になる場所:炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内はと<に高温にな 
り、放置すると変形した0、故障した0することびあります。 

-直射曰光のあたる場所、熱器具の近くなど、温度の高い場所:変おしたり、故障し 
たりすることがあ0ます。 

-人び通行するよラな場所 

電源コードや信号ケーブルは、足に引っかかると製品の落下や転倒などにより、け 
びの原因となることびあ0ます。人び踏んだ0、引っかけたりするよラな恐れのあ 
る場所を避け、充分にま意して接続•配置してくださし、。 

-濡れた場所 

-乗り物の中や船舶の中などの振動の多い場所 
移動中の振動により、本機び転倒したり落下したりして、けがの原因となることび 
あります。また、塩水をかぶると発火や故障の原因となることびあります。 

-強力な磁気のある場所 

-砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所:海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場 
所などでは、砂びかからないよラにしてください。故障の原因になるばかりか、修 
理でさなくなることがあ0ます。 

-ぐらついた台の上や傾いた場所 
-高い場所:落下してけびの原因にな0ます。 

-風呂場など、湿気のをい場所 

• 本機の底面よりち、広くて水平で丈夫な場所に置いてくださし、。 

• ベースステーションはできるだけ床から離し、パソコンとベースステーションの間に 
障害物の少ない場所を選んで設置してください。 

• ワイヤレスでご使用の場合は、□ケーションフ U - 機器とベースステーションはでさ 
るだけ床から離し、□ケーションフリー機器とベースステーションの間に障害物のか 
ない場所を選んで設置して < ださし、。 

• 安定した場所に設置してください。不安定な場所に置<と、落下してけびの原因にな 
0ます。 

• 誤って足で踏んだり、上か5物を落としたりすることびないよラな場所に設置してく 
ださし、。 

• コ f ムやプラスチック製品など、熱に弱いちのの上に置いて使用しないでください。本 
機の熱により、変お、変色の原因になることびあります。 

• テレビやラジオの近くで使ラと、映像の乱れや雑音の原因となることびあります。こ 
のよラな場合は、テレビやラジオから離れた場所でお使いくださし、。 

• おモさまの手の届かない場所に設置して<ださい。はずれた部品を飲み込むなど、思 
わ姑事故の原因にな0、危険です。 

• 本機を医療機関に設置して使用しないで<ださい。医療機器の誤動作の原因となるこ 
とびあ0ます。 

• 本機と同じ無線周波数を使用する化の無線機器を同時に使用すると、転送速度の低下 
や伝送エラーび発生することびあ0ます。 

• 2.4 GHz 帯を使巧した場合、電子レンジ使巧中は、本機のワイヤレス通信び電子レン 
ジの発する電波の干渉を受け、画像び乱れることびあ0ます。電子レンジから離れた 
場所で本機をご使用ください。電子レンジを使用していないときは本機び電モレンジ 
の干渉を受けることはありません。 

動画表示について 

テレビやビデオを見ているとを、表示の一部びブ n ック状に見えることびありますび、 
画像処理によるをので、故障ではありません。 

ケーブルについて 

本機に接続するケーブルは、電磁巧妨害防止のため、3 mUTF のをのをお使いくださし、。 

結露について 

寒いとさに暖房をつけた直後など、本機の内部の部品に露(水滴)びつを、正しく動作し 
ないことびあります。電源プラグを電源コンセントか5抜いて、約2、3時間放置してく 
ださい。正常に動作するよラになります。 

お手入れ 

• お手入れをする前に、必ずベースステーションの電源を切り、電源プラグをコンセン 
卜から抜いて < ださし、。 

• 乾いた柔らかい巧、または水をかたくしぼった布で軽<巧いてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装びは 
げたりすることびあ0ます。 

• 化学ぞラきんをご使用の隙は、色落ちや変色する場合びありますので、ごを意くださ 
い。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のをのをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させる 
と、変質した0、塗装びはげたりすることびあ0ます。 

• 液体状の洗剤などは使用しないでください。本機の内部に入って、故障の原因となる 
ことびあ0ます。 

搬送時のご注意 

• 本機を運ぶとさは、本機に接続されているケーブルなどをすべてはずしてくださし、。 

落とした0するとけびや故障の原因となることびあります。 

• 修理や引っ越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い上げ時に本機び入っていた箱を使っ 
て < ださい。 

廃棄ずるときは 

• 一般の廃棄物と一緒にしないでくださし、。 

ごみ廃棄場で処分されるごみの中に本機を捨てないで < ださし、。 

使用場所について 

本機は、日本国内でのみ使巧できます。 


□ケーシヨンフリーカスタ7—サポートセンター 

♦ナビダイヤル . SS 0570 -05-0005 

(全国どこか5でも市内通話料金でご利巧いただけます） 

♦携帯電話 .PHS でのご利用は . 0191 -31-8595 

受付時間:月〜金午前9時〜午後8時 

±•曰•祝曰午前9時〜卞媛5時 

♦よ<ある質問についてのページ 

. http :// www . sony . co . jp / locationfree / QA / 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議舎 ( VCCI ) の基準に基づくクラス臣 
情報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていますび、この装置びラジオやテ 
レビジョン受信機に近接して使用されると、受信巧害を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてくださし、。 


ケーブルテレビ専用のセットトップ 
ボックスと接続する。ケーブルテレ 
ビによっては、地上デジタル放送用 
デジタルチューナーび必要な場合ち 
あります。詳しくはケーブルテレビ 
尝社にお問い合わせください。 


个ホ 叫 下記のま意事項を守らないとけ方 S をしたり周辺の 
/へ〉ェ后、 I 物品に損害を与えたりずることびありまず。 


-下記のを意事項を守5なし、と 医療器 機などを 

胃*=*1 |^<乍動させる©それびを0事故の原因とな0まず。 


本機の発熱にごいてのごま意 


ごほ用上のごま意 


ダイナ5ック DNS 利用に関ずるお知らせ 


アナログ停液のお知6せ 


AC パワーアダプター AC - LX 1 B 


































